
第８学年１組 技術・家庭科 家庭分野 学習指導案 

日 時 令和７年９月５日（金） 

指導者 湯浅 里保 

１ 題 材 名  自立した消費者となるために 

   

２ 授業構想と探究への手立て（本時の主張） 

 内容「Ｃ消費生活・環境」において，持続可能な社会の構築に対応して，計画的な金銭管理，消費者

被害への対応について扱うとともに，資源や環境に配慮したライフスタイルの確立の基礎となる内容を

扱うこととなっている。ここでは，題材全体を貫く課題として「持続可能な社会の構築のために身近な

消費生活や環境をどのように工夫したらよいのだろう」と設定し，学習を展開していく。最初に，購入

方法や支払い方法の特徴，計画的な金銭管理の必要性について理解する。そして，売買契約の仕組み，

消費者被害の背景及び被害を回避する方法や適切な対応の仕方について理解し，購入する物資・サービ

スの選択に必要な情報の収集・整理を適切に行う技能を身に付けていく。そのうえで，物資・サービス

の購入についての課題を解決するために，身に付けた基礎的・基本的な知識及び技能を活用し，持続可

能な社会の構築などの視点から，物資・サービスの選択，購入方法，支払い方法等について考え，工夫

することができるようにする。さらに，消費者の基本的な権利と責任や，自分や家族の消費生活が環境

や社会に及ぼす影響について具体的に理解する。そして，身近な消費生活の中から問題を見いだし，よ

り豊かな消費生活についての課題を設定して学習を行うことで，より豊かな消費生活を工夫し創造しよ

うとする実践的な態度や，持続可能な社会の構築などの視点から考えようとする態度の育成につなげて

いきたい。 

 本時においては，消費者被害の事例をもとに，消費者被害が発生する背景，被害に遭ったときの対応，

未然に防ぐための防止策について考えていく。その際，生徒自身が当事者意識をもって思考できるよう，

SNS広告，ゲーム課金，無料サプリなど，中学生向けのリアルな事例を取り上げる。事例を分析する際は，

「一人で考える」，「複数で考える」，「これまでの学習を振り返る」，「教科書やインターネットなどを使

って調べる」等，思考する方法や手段は生徒自身が自由に選択できるようにする。最終的には，今回の

事例に対する防止策だけでなく，どのような事例に対しても未然に防ぐための防止策を理解し，実践し

ていく必要がある。本時の学習を通して，身近な消費生活と環境についての課題を解決する力を養い，

身近な消費生活と環境について工夫し創造しようとする実践的な態度を育んでいく。 

 

３ 題材計画（全 11時間） 

  （１）自分や家族の消費生活          １時間 

  （２）多様な支払方法に応じた計画的な金銭管理 ２時間 

  （３）物資・サービスの選択・購入       ３時間（本時３時間目／３時間） 

  （４）消費者としての責任ある消費行動     ５時間 

 

４ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・購入方法や支払い方法の特徴が分かり，計画的

な金銭管理の必要性について理解している。 

・売買契約の仕組み，消費者被害の背景とその対

応について理解しているとともに，物資・サー

ビスの選択に必要な情報の収集・整理が適切に

できる。 

・消費者の基本的な権利と責任，自分や家族の消

費生活が環境や社会に及ぼす影響について理解

している。 

物資・サービスの選択・購入，

自立した消費者としての消費行

動について問題を見いだして課

題を設定し，解決策を構想し，

実践を評価・改善し，考察した

ことを論理的に表現するなどし

てか課題を解決する力を身に付

けている。 

よりよい生活の実現に向けて，

金銭の管理と購入，消費者の権

利と責任について，課題の解決

に主体的に取り組んだり，振り

返って改善したりして，生活を

工夫し創造し，実践しようとし

ている。 

 

５ 本時の学習（本時６時間目／11時間） 

(1) ねらい 

・中学生にも起こりうる消費者被害の事例をもとに，その原因や背景を多面的に考察し，防ぐための具体的

な方法や自分にできる行動を根拠をもって表現することができる。 



(2) 展開 

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 

１．本時の学習課題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

２．２種類の事例を知り，各事例を分析する。 

・それぞれの事例について，何が問題なのか，   

なぜこのようなことが起こったのか，この後   

どう行動すべきなのか，どうすればよかった   

のかなどについて考える。 

・考えるときには，教科書やインターネットを   

使って調べたり，友達と話し合ったりする。 

 

３．それぞれの考えを全体で共有し，どのような事

例に対しても共通する消費者被害の対応や防止

策について考える。 

・他の人の考えと自分の考えを比較しながら   

考えを深め，自分の考えを再構築する。 

・今回の事例に限らず，どのような事例に対し

ても共通する消費者被害の対応や防止策につ

いて考える。 

 

４．トラブルを防ぐための方法や，困ったときの相

談先などについて全体で確認し，今後の学習に

つなげる。 

・本時で考えたことに，法制度や社会の仕組み

を結びつけ，次回からの学びにつなげる。 

 

 

 

 

５．本時の振り返りを行う。 

・今日の事例を見て，被害に遭った人は「安

さ」だけで判断してしまったことが原因なの

ではないかと思った。自分もネットで買い物

するときに似たような気持ちになることがあ

るので，広告だけで決めずに，他の情報も調

べるようにしたい。「情報を正しく見極める

力」が大事だと改めて思った。 

・これまでに，買い物で失敗した経験や，怖い思い

をした経験はないか問いかけ，共有することで，

消費者被害は身近な問題であることをおさえ，生

徒の興味・関心を引き出す。 

 

 

 

・当事者意識をもって思考できるよう，中学生向け

のリアルな事例（SNS 広告，ゲーム課金，無料サ

プリなど）を取り上げる。 

・ワークシートまたは Chromebook のどちらでもま

とめることができるよう，両方の準備を行ってお

く。 

 

 

・オンライン掲示板アプリにワークシートの写真や

データを貼り付け，考えを全体で共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

・今後の学習につなげ，生徒の興味・関心を引き出

す。 

・消費者を支援する仕組みがあるのは，消費者被害

を未然に防いだり，問題が発生した場合に適切に

対応して被害を拡大させないようにしたりするた

めであること，被害に遭ったときには保護者など

身近な大人に相談する必要があることをおさえて

おく。 

 

・自分自身の消費行動を見直し，これからの消費生

活がよりよい行動につながる振り返りを行ってい

る生徒をとらえ，価値づけることで，今後の生活

につなげていきたい。 

 

(3) 評価 

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て 

概ね満足できると判断される状況に

加え，自分の生活と結びつけながら

防止策や行動を考え，根拠を明確に

して具体的に表現することができ

る。 

中学生にも起こりうる消費者被害の

事例をもとに，その原因や背景を多

面的に考察し，防ぐための具体的な

方法や自分にできる行動を根拠をも

って表現することができる。 

事例を再確認し，消費者被害に巻き

込まれた人の気持ちを一緒に想像し

たり，選択肢を提示したりする。 

 

事例をもとに，中学生の消費者被害の対応や防止策について考えよう 

【評価の観点】 

中学生にも起こりうる消費者被害の事例をもとに，

その原因や背景を多面的に考察し，防ぐための具体

的な方法や自分にできる行動を根拠をもって表現す

ることができる。 

（評価方法 発言・ワークシートなどの記述） 


